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産業振興・雇用対策調査特別委員会会議記録 

 

              産業振興・雇用対策調査特別委員会委員長 千葉 絢子 

 

１ 日時 

  令和３年９月２日（木曜日） 

  午前 10時 00分開会、午前 10時７分散会 

２ 場所 

  第４委員会室 

３ 出席委員 

  千葉絢子委員長、千葉盛副委員長、佐々木順一委員、軽石義則委員、岩渕誠委員、 

  神﨑浩之委員、佐々木宣和委員、髙橋但馬委員、小林正信委員、山下正勝委員 

４ 欠席委員 

  千田美津子委員 

５ 事務局職員 

  及川担当書記、藤澤担当書記 

６ 説明のため出席した者 

  なし 

７ 一般傍聴者 

  なし 

８ 会議に付した事件 

 (１) 委員会の意見の取りまとめについて  

９ 議事の内容 

○千葉絢子委員長 おはようございます。ただいまから、産業振興・雇用対策調査特別委

員会を開会いたします。 

なお、本日千田美津子委員は御欠席ですので御了承ください。 

 では、これより、本日の会議を開きます。本日は、お手元にお配りしております日程に

より会議を行います。 

当委員会は、本日の委員会が最終の委員会となろうかと存じます。 

つきましては、当委員会がこれまで調査して参りましたことについて、これまでの例に

よれば、９月の定例会で報告を行うことになりますので、この際、意見の取りまとめを行

いたいと思います。 

お手元に、これまでの調査経過を取りまとめた資料と、報告の骨子案をお配りしており

ますが、取りまとめに当たり、何か御意見はございませんでしょうか。骨子案をお読みい

ただきまして、御意見を伺いたいと思います。 

少しお手元で御確認いただく時間をとりたいと思います。まだお目を通して頂いていな
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い方、お読みいただいた上で御意見いただければと思います。 

特に骨子案４ページに雇用対策等については、岩手県に対しての取り組みに係る要望を

書いておりますので、文言の御提案などありましたら、是非お伺いしたいと思います。 

この 2 年間でデジタルトランスフォーメーションなどが推進され、ようやく国でもデジ

タル庁が発足しましたが、岩手県においては手続きなどにおけるデジタルの力が弱いと思

います。これからデジタルをどのように推進していくかということが非常に大きい課題に

なると思います。そういったことも報告書に盛り込んでおります。 

もし御意見ありましたらお伺いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○千葉絢子委員長 特に御意見がないようですので、骨子案をもとに報告を行うこととし

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○千葉絢子委員長 詳細については、当職に御一任願いたいと思いますが、これに御異議

ありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○千葉絢子委員長 それでは、お配りした骨子案を基に報告を行うことし、詳細について

は当職に御一任いただきたいと思います。よろしくお願い致します。 

 それでは、先ほども申し上げましたが、当委員会の調査は本日をもって最後になろうか

と思いますので、この際一言御挨拶を申し上げます。 

 当委員会は、令和元年９月定例会において設置されて以来、本日に至るまで、付託案件

につきまして終始熱心に調査を積み重ねていただきましたことに対し、心から皆様に敬意

と感謝を申し上げる次第でございます。 

 この２年間、女性や若者の県内定着を目指して、どのような手立てがあるのか探って参

りましたが、コロナのこういった突発的な、世界的な流行により、なかなか、県内への定

着とか女性の、どうしたら県内に戻ってきてくれるかというような一手を見出し実行に移

せるまでに行けなかったというのが委員長として非常にじくじたる思いでございます。今

後も引き続き、この岩手に生まれそして育っていく若者、そして女性をどうやったら岩手

県内につなぎとめていけるかという策、今回委員会で御一緒いたしました皆様、是非政策

課題に据えていただきまして、御一緒に取り組んでいってくださればというふうにお願い

を申し上げたいと思います。 

委員の皆様の御協力によりまして、拙いながらも委員長の職責を果たさせていただいた

ことに対して、深く感謝を申し上げます。本当にお世話になりまして、ありがとうござい

ました。 

 以上をもって、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれをもって散会いたします。 

 皆様御苦労様でございました。 


